
1 研究背景 
大堀ら1)によって考案されたCAMCaTフレームワーク

はイノベーションのジレンマやユーザー・イノベーシ
ョン、リバース・イノベーションに関する社会シミュ
レーション研究において用いられている。 
このフレームワークではある一定期間において商品

に関する性能を向上されることのできるレベルは全て
の企業エージェントで一定として設計されている。ど
の性能を向上させるかで企業ごとの違いが生まれる。 
しかし、必ずしもこの設計が適さないケースも存在

する。例えば、1990年代初頭をピークに年約10万台を
売り上げていたピンボールマシンは、1990年代後半に
プレイステーションをはじめとする家庭用ゲーム機に
一気に顧客を奪われてしまった。これは、メーカーが
台の精度やコンテンツを追い求めすぎたことによるイ
ノベーションのジレンマの側面も存在するが、そもそ
も価格や携帯性に対するイノベーションの速度は家庭
用ゲーム機に比べて明らかに劣っていた。これは、家
庭用ゲーム機は指数関数的に成長するデジタル技術を
用いていたことが主な理由として挙げられる。2) 

2 先行研究 

2.1 CAMCaTフレームワーク 

CAMCaTフレームワークは消費者と企業をエージ
ェントとして配置し、それらの学習と交互作用などが
購買活動にどのように影響を及ぼすかをモデル化した
フレームワークである。 
このフレームワークにおいて企業が生産する商品商

品を構成する要素に関する技術レベルは各世代につき
開発戦略に従った確率で１上昇するように設計されて
いる。これは企業の技術に付随するイノベーションの
速度は一定である、または一定と近似してもそのモデ
ルの目的は果たされる、という仮定・条件のもとに成
り立っている。 

2.2イノベーションの速度について 

「イノベーションの速度」という概念は共通に定義
化されていないが、様々なイノベーションに関する論
文や著書において異なる視点から記述がなされている。
本文においては、顧客にとって価値をもたらす技術開
発、および技術に基づく商品の開発の速度を「イノベ
ーションの速度」と定義し、それらに関わる先行研究
を記述していく。 

3.1 イノベーションの速度差が生じる原因 

野中ら3)は企業や組織におけるイノベーションとし
ての新たな知識の創造を、SECIモデルを用いて説明し
ている。SECIモデルは「表出化」「連結化」「内面化」
「共同化」の「知識スパイラル」によって組織の知識
創造を表現している。このスパイラルが促進されると
組織的知識創造が促進されると述べている。 

Chesbrough4)は他の企業や組織と共同開発や外部技
術を用いた開発を行う「オープン・イノベーション」
の重要性を説いている。企業は自社単体では自らのア
イデアを十分に活用することができず、研究開発スピ
ードが遅くなってしまう。 

Christensen5)は技術のSカーブを提唱している。これ
は、ある技術が一定量の技術努力によって得られる性
能向上の幅が、技術の成熟度合いによって異なるとい
うものである。技術が早熟であると性能向上はしづら
く、あるとき一気に性能向上速度が急上昇し、成熟し
ていくとまた向上速度が落ちていくことを示す。その
企業が用いている技術の成熟度合いによって、イノベ
ーションの速度には差が生まれると言える。 
異なる種類の技術間でも差は生まれる。ダウンズ6)

はムーアの法則に従うような指数関数的技術が存在す
ると述べており、半導体のみならずネットワークやソ
フトウェアを含むデジタル技術は他の技術と比べて技
術の成熟速度が速いと述べている。 

3 研究目的 

本研究ではイノベーションの速度差を CAMCaT フ
レームワークで表現し、ピンボールマシンのような速
度差を考慮しなくてはならない事例の再現を目指す。
またこのモデルを用いた考えうる戦略の分析を行う。 
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ベーションの速度差」を説明することができるモデルの構築を行い、ピンボールマシンの事例を初め
としたイノベーションの速度差の影響を受けた事例の再現および他の戦略の可能性の探索 
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